
 

 

大会テーマ：「VUCA の時代と組織の可能性－時間、空間とモード」 

 

9月 21日（日）・大会 2日目 12:25~13:35（Ｂ会場：17511教室）（70分） 

 

●ランチョン・セッション 

＊セッション・リーダー 
［ 概 要 ］ 

 

大学院生や若手研究者にとって、大学などのアカデミックポストへの就職は、個人のキャリア形成

はもちろん、組織研究の発展にも関わる重要な課題です。多くの大学院生を抱える大学では、就職

に関する知識や情報が蓄積・共有されやすい一方で、大学院生の少ない大学では、そうした蓄積が

乏しく、就職に苦労するケースも多く見られます。こうした状況を踏まえ、本ランチョン・セッションでは、

大学院生・若手研究者（求職者）へのアンケート調査と、それに基づく大学教員（採用者）へのアンケ

ート調査を実施し、アカデミックポストへの就職をめぐる現状について議論します。具体的には、就職

に関する疑問や懸念を明らかにするため、大学院生・若手研究者に対して匿名のアンケートを実施し

ます。その結果を受けて、実際に教員採用に関与している大学教員から匿名のコメントを収集します。

これらの調査結果をもとに、本セッションでは、アカデミックポストへの就職活動の実情や、求職者と採

用者の間にある認識の違いについて考察し、大学院生・若手研究者が抱える疑問や不安の解消を

目指します。 

［ 参加者へのメッセージ ］ 

 

大学院生や若手研究者にとって、アカデミックポストへの就職は大きなキャリアイベントの一つであ

り、多くの方が疑問や懸念を抱いていることと存じます。本ランチョン・セッションでは、そうした疑問や

懸念の解消を目的として、大学院生や若手研究者を対象としたアンケート調査と、実際に大学で教

員採用に携わっている先生方を対象としたアンケート調査の結果をもとに、ディスカッションを行いま

す。これらを通じて、求職者と採用者の双方の視点から、アカデミックポストをめぐる現状や、両者の

間に見られる認識の違いについて考察します。なお、本セッションはランチョン・セッションとなっており

ますので、どうぞお気軽にご参加いただき、昼食とともにセッションをお楽しみください。 

 

「大学院生・若手研究者のアカデミックポストへの就職に向けて」 

 
＊藤井暢人（桃山学院大学経営学部 講師） 

船越多枝（大阪経済大学経営学部 准教授） 

舟津昌平（東京大学大学院経済学研究科 講師） 

砂口文兵（神戸大学大学院経営学研究科 准教授） 


